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（２）-３ テーマごとの人数について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今回の市民参加ワークショップに参加した満足度について、あてはまるものひとつに○をつけて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「満足」または「やや満足」と答えた方にお尋ねしします） 

どのような点に満足されましたか？あてはまるものすべてに○をつけてください。 
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健康とスポーツ 

1 

2 

3 

1 

0 

0 1 2 3 4 

札幌市の取組について理解を深める事ができた 

札幌市の取組について他の市民参加者と意見交換する事ができた 

テーマに関する疑問を札幌市の担当者に聞くことができた 
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ウィンタースポーツ 
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（「やや不満」または「不満」と答えた方にお尋ねしします） 

 どのような点に不満を感じましたか？あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）今回のワークショップは土曜日または日曜日に開催しました。今後、このような取組にあなたが参

加される場合、何曜日の開催が望ましでしょうか。あてはまるもの一つに○をつけてください。 

平日が良い 
7% 

土曜日が良
い 
58% 

日曜日が良
い 
16% 

何曜日でも構
わない 
19% 

合計 

 

 

（５）ワークショップの取組全体を通して、より多くの方にご参加いただけるワークショップにしていくため

の工夫・アイデアなど、ご意見、ご感想がございましたらお書きください。 

・今回のワークショップで様々な情報や意見を聞くことができ、大変勉強になり、市の取組

が身近に感じられました。メンバーは変わっても、各テーマ毎にワークショップを継続さ

せて、具体的に建設的に進めて行ける組織があればと思います。 

・貴重な体験をさせていただきありがとうございました。様々な年代の方の話を聞いたり、

札幌市の取組を聞いたり、市民の生活に密接な関係を持つテーマだったので、とても勉強

になりました。これからの札幌の健康づくりに少しでも役立てて頂ければと思います。よ

り多くの方々が参加できるようにするためには、回数や機会を増やしてみてはどうかと思

います。 
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札幌市の行政評価の取組として行っている意義が十分に理解できなかった 
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テーマに関する疑問が解消されなかった 
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その他 

ウィンタースポーツ 
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・各位の努力に敬意を表します。これを契機により魅力的まちづくりのために「健康寿命」

をテーマに進めて頂くことを切望します。 

・定年退職後約 10 年を越え、久しぶりに良い刺激を受けました。今後の人生に役立てて行き

たいと思ってます。特に健康寿命のために！！ 

・３回目にてどうにかワークショップの目的が見えてきているので、回数の増が望ましいと

感じます。また、この評価がどう動くのか、どう動かすことができるのか、具体的な行動

まで関わりたいと強く感じるテーマであった。 

・半日程度で開催されたが、全日の方が内容的に深まったのではと思われる。ウォーキング

を計画的に行っている実状を PR（プラス思考で）することで、本人はむろん医療面でもプ

ラスになると考える。 

・自分がどのようにして選ばれたのかなど、分かりやすく説明が資料に記載されていて、開

催曜日時間帯も参加しやすいものだった。良い機会を頂いて、良かったと思ってます。あ

りがとうございました。自分としてはもう少し深く考えてみたいと思っているが、これか

ら色々なものに興味を持って参加したいと思う。 

・課題が広く、焦点が絞りにくかった。グループのまとめ役が素晴らしいと思いました。（デ

ィスカッションの進め方、グループ発表のまとめ方など） 

・機会があればまた参加したいです。勉強になりました。 

・いつの間にか「健康づくり」のテーマに？スポーツと健康づくりは違う様な。高齢者向け

よりも子育て世代向けの方にウエイトを置かないと、経済効果を思うと無駄の様な。情報

提供も程々にしないと、して貰う事が当たり前の人たちが増えるのは社会的問題に歯止め

がきかなくなるのでは？生きる力、生き抜く力を養う方が大切の様な。自立できている人

へのサポートやメリットが無いと、支える人々もいなければ困っている方はもっと困って

しまいますね。 

・今回のミーティングがどう活かされ、どう検証して、どんな結果が出たのか、最後まで市

民に分かりやすく説明できるように追いかけるべき。とはいえ、自分も家族も真剣に市と

自分たち個人の関わりについて考える良いきっかけとなった。でも、やっぱり報告のスピ

ード遅いし、余計な刷り物は要らないと思います。 

・知らなかった事や気づかされた事がたくさんあり、とても良かったと思います。こういっ

た機会をもっと増やしたら良いと思います。 

・全体でのフリートークがあっても良いのでは？ 

・ある程度の年代をターゲットにしてウォーキングの推進を図る行政の取組は評価するが、

そもそもスポーツ振興を育むためには若いときに習慣づけをしなければ大人になってもや

らないと思います。札幌市は住みやすくなりましたが、スポーツの観点から見ると、子ど

もの遊び場（球技系が行える場所）や学校グラウンドの規制など、また部活動顧問の技術

者不足などが若い世代のうちに育てて行かなければならないのが、根本的な課題だと私は

思います。（現状は改善しても未来が心配！） 

・回数を増やす。 
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・年代別にワークショップを開催しては。 

・地域に依存している行事など町内会の実態が分からないのでもっと情報を提供して欲しい。

市全体行事（大きなイベント）は意義を市民にも（参加者にも）わかる様、広報して欲し

い。 

・フィードバックに対し、期待しています。 

・色々な意見が出された事を実行できるように進め、できた事・できなかった事、なぜでき

なかったのか、できない事はどうしたかを市民に戻す（公表）するようにして欲しい。 

・ワークショップを開催している事をみんなに知ってもらう様に PR されたらと思います。 

・事前にもう少し、施策情報の提供があると良かった。 

・インターネットで公開、参加者はチャット etc.で限定する。 

・今回は 20 歳代、30 歳の多くの方の意見も聞きたかった。女性の参加も少ないように感じま

した。参加して良かったと思います。いろんな意見があるのがわかりました。 
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 Ⅵ. ワークショップで使用した資料 

 

１．市民がスポーツや健康づくりに親しむ身近な環境づくり 
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＜正誤表＞ 
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２．市民がウインタースポーツにもっと親しむ環境づくり 
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 Ⅶ． 各区での開催結果概要パンフレットの掲示 

 

３回のワークショップの流れや議論の結果を市民にわかりやすく伝えるための開催結果概要

パンフレットを作成しました。各区役所のロビーなどの掲示スペースにおいて、ポスター掲示

とともに概要版パンフレットを配置し、より広い市民に行政評価の市民参加の取組が伝わるよ

うにしました。 

＜パンフを設置したポスターの状況＞ 
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イ

ン
ト

集
め

も
！

テ
ー

マ
に

関
連

し
た

そ
の

他
の

提
案

テ
ー

マ
に

関
連

し
た

協
働

の

視
点

か
ら

の
市

民
の

役
割

テ
ー

マ
②

　
市

民
が

ウ
イ

ン
タ

ー
ス

ポ
ー

ツ
に

も
っ

と
親

し
む

環
境

づ
く

り

・
ウ

ィ
ン

タ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
気

運
醸

成
を

民
間

会
社

と
連

携
し

、
オ

ー
ル

札
幌

で
展

開
し

て
い

く

・
大

き
な

大
会

の
誘

致
で

、
市

民
の

関
心

を
高

め
る

・
冬

遊
び

情
報

を
充

実
さ

せ
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
発

信
し

て
い

く
。

S
N

S
を

活
用

す
る

・
大

都
市

な
の

で
何

を
や

っ
て

も
多

く
の

人
が

参
加

す
る

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

が
あ

る
の

で
、

新
し

い
こ

と
に

ど
ん

ど
ん

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
ほ

し
い

・
学

校
や

公
園

（
身

近
な

公
園

・
大

通
公

園
）

な
ど

の
公

共
施

設
の

利
活

用
を

促
進

す
る

・
雪

中
競

歩
や

冬
の

マ
ラ

ソ
ン

大
会

な
ど

、
簡

単
に

で
き

て
、

楽
し

め
る

面
白

い
行

事
の

開
催

に
よ

り
、

冬
の

健
康

づ
く

り
の

た
め

の
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
指

導
者

は
将

来
的

に
地

域
で

運
営

で
き

る
よ

う
に

し
た

ら
良

い

・
行

政
が

地
域

と
学

校
の

窓
口

と
な

り
、

地
域

の
高

齢
者

が
小

・
中

学
校

の
子

ど
も

た
ち

と
冬

の
遊

び
を

す
る

・
色々

な
世

代
の

人
が

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

に
な

る

・
身

近
な

人
に

話
す

な
ど

、ス
ポ

ー
ツ

の
楽

し
さ

を
伝

え
、

広
め

る

・
健

康
づ

く
り

サ
ポ

ー
タ

ー
制

度
を

も
っ

と
活

用
す

る

・
半

径
5

0
0

m
く

ら
い

で
誰

で
も

訪
れ

参
加

で
き

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り
（

区
民

セ
ン

タ
ー

、
地

区
セ

ン
タ

ー
、

地
区

会
館

な
ど

の
活

用
も

）

テ
ー

マ
に

関
連

し
た

協
働

の

視
点

か
ら

の
市

民
の

役
割

さ
っ

ぽ
ろ

市
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＜参考資料＞ 

●平成 27 年度札幌市行政評価「市民参加ワークショップ」に関するアンケート集計結果 

 参加者募集案内を送った際に、ワークショップに参加できない方を対象にアンケートで「市

民の皆様同士で意見交換したいテーマについて」、「ワークショップの希望日数について」をお

聞きしました。 

◆調査の概要◆ 

・目的：「市民参加ワークショップ」に参加できない方にどのようなワークショップであれ

ば参加可能かを把握するために実施 

・調査対象と方法：無作為抽出の 20 歳以上の札幌市民 3,000 人 

・方法：調査票を「市民参加ワークショップ」の参加案内に同封し郵送、返信用封筒で回

収 

・回収数：406 通（回収率：13.7％） 
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平成 27 年度 札幌市行政評価 市民参加の取組（ワークショップ） 報告書 

 発行 札幌市市長政策室 改革推進部 
 〒060‐8611 札幌市中央区北 1 条西 2 丁目 

    電話 011‐211‐2061 
    URL  http://www.city.sapporo.jp/somu/hyoka/ さっぽろ市 

01-A03-15-1833 
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